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魔法のプロジェクト FY２３ 活動報告書 
報告者氏名：藤原 佳美 

所属：東京都立八王子西特別支援学校高等部 

貸与機器（使用機器）：iPad mini ／ iPad 

【対象生徒の情報】 
・学年／年齢：高等部２年生／１７歳 

・障害名：知的障がいを伴う自閉スペクトラム障害 

・困難の内容：コミュニケーションにおける相手側からの受信と自分からの発信について 

【活動目的】 
【今年度の学習目標】インクルーシブ教育の実践 

対象生徒は現在、高等部２年生であり、高等部卒業後は社会に出ていく。小学部、中学部、高等部と、特別

支援学校に所属し、特別支援学校の一定の構造化された環境の中で生活してきた対象生徒が、社会で多様な場

所、人と共に生活していくことを考えた時に、インクルーシブ教育の実践は、対象生徒にとって、非常に重要

なものであると考え、実践をスタートさせた。 

私たちは障害の有無に関わらず、「社会でいきいきと生きる」して生きることが目標である。 

最近では駅や様々な公共施設などでは構造化がとても進んでおり、見れば分かる安心設計なものが非常に多

くなってきて、物理的な構造化にはどんどん進化しているが、一方で、人と人との関係においては、どうして

もある程度の社会的スキルが求められる。そこで、対象生徒が今後「社会参加」して生きていくために必要な

力をインクルーシブ教育の中で実践しながら育てていきたいと考えた。 

同じ時に同じ場所に「ただ一緒にいるだけ」ではなく、お互いを支え合い、共に育っていけることが必要で

あると考え、以下の３点について研究を進めてきた。 
 
（ア）当初のねらい（計画書の学習目標） 

 

①相手の発信を受信し、返答する力。 

 →日常的に身近な質問から少しずつ始めて、少しずつ相手からの問いかけに対応する姿勢とスキルを育てて

いきたいと考えた。相手からの問いかけに対して、理解が難しい時には、「分かりません。」という表現も

教え、発信側も受信側もお互いに歩み寄ろうとする姿勢を育てていきたいと考えた。 
 

 

②自分の考えを伝える力 

 →自分の状態や考え、体験したことなどを、三～四語文で答えることができるよう指導していきたいと考え

た。相手も伝える手段であるが、音声言語、文字盤の併用、ICT 機器など、選択肢が複数ある。その活用

について、こちらが指示しなくても自分で伝わりやすい手段をモード替えし、周囲とやりとりできるよう

になることを目指した。それにより一歩通行ではない双方向のコミュニケーションを成立させていこうと

考えた。 
 

 

③「引き継げる」支援の獲得 

 →対象生徒は、生涯にわたって適切な支援を受けることで、持っている能力を発揮し、「社会参加」できる

と考える。一定の関係のある人は、対象生徒からの発信をかなり正確に聞き取ることができるが、初めて

対象生徒と関わる人や関係が浅い人にとっては、対象生徒の発信を聞き取ることはとても難しく、早い時

期に互いに関わることに難しさが生じる。インクルーシブ教育の実践を通し、常に多くの人にとって「関

わり方」のヒントになるような媒体を ICT を活用して作っていこうと考えた。 

 

（イ）活動を実施した期間     ２０２３年５月～２月 
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（ウ）活動の実施者        藤原 佳美 

 

（エ）実施者と対象生徒との関係  クラス担任／教科「国語」「数学」「情報」担当 

 

 

【活動内容と対象生徒の変化】 
（ア）対象生徒の事前の状況 
 

＜学習目標①「相手の発信を受信し、返答する力」について＞ 

対象生徒は、出会った当初（中学部時代）は人とやりとりには興味・関心がほとんどなく、挨拶をしたり話

しかけても目を合わせることはなかったが、この２年間、少しずつ信頼関係を築くことで、対象生徒の方から

こちらに働きかけてくることが非常に多くなった。「藤原先生、～線（さまざまな鉄道名）」、「藤原先生、２０

△△年（さまざまな年号）」など、毎日のように声をかけてくる。しかし、こちらから対象生徒に問いかけて

も、返事がもらえることは少なかった。 

 

＜学習目標②「自分の考えを伝える力」について＞ 

 対象生徒は自分が体験したことや、起こった事実、体の調子などについて、言葉で伝えることが難しい。国

語の授業や日常生活の指導の中で選択肢を用いて感情の言葉についてどの程度理解があるか調査中である。 

 対象生徒は、拒否したり否定したり嫌悪を示す場合について、すべて「いらない」という言葉を使用して表

現する。気持ちや様子を表す表現については、非常に語彙が少ない印象を受けた。 

 

 

＜学習目標③「『引き継げる』支援の獲得」について＞ 

 対象生徒は言語化に難しさがあるが、とても豊かな内面を持っている。興味がある内容は自ら貪欲に知識を

吸収しようとする知的好奇心も非常に旺盛である。しかしながら、初めて会った人や関係が浅い人にとって

は、大きな独り言を言ったり、突然歌いだすなどして、関わること自体が難しいと思われがちである。 

 

 

（イ）活動の具体的内容 
  

私と対象生徒との関わりは、クラス担任として日常生活の指導での関わりと、国語、数学、情報、作業学習

で指導に当たっている。グループ学習における一斉指導のため、個別に深く指導に携わることは難しいが、毎

日コンスタントに関わることができる。今年度の学習目標それぞれについて、活動内容を具体的に述べてい

く。 

 

 

＜学習目標①「相手の発信を受信し、返答する力」について＞ 

 主に週に３時間ある「国語」の教科学習で実践した。対象生徒は視覚情報が優位であり、聴覚のみの発信で

は反応することが難しい。そのため、まずは視覚的な情報で提示し、やりとりできるように実践中である。 

具体的には、国語の授業の中で、映像等を提示し、それについての質問を課して 
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（ア）「見て写実的に答える」取り組みと、 

（イ）音と映像を提示して、「見て聞いて答える」取り組み、短い文章を提示して、内容について 

（ウ）「質問された内容について文章を読んで答えを探す」取り組みを行った。 

 上記の「見て写実的に答える」活動については、見たままを正確に答えることができる。また、「見て聞い

て答える」活動では、少し正解率が下がることが分かった。視覚と聴覚に同時に訴えた場合に、聴覚での情報

に引っ張られてしまうとそこから意識がどんどん自分の興味の対象へと向かってしまうような印象を受ける。

視覚情報のみの場合の方が、取り組むべき活動への集中力が高いようである。 

また、「質問された内容について文章を読んで答えを探す」活動では、グループの他の生徒たちに比べ、か

なり正確に答えることができた。以下が実際に使用した教材と対象生徒の回答画面の一例である。 

 

 

＜実際に使用した教材と対象生徒の回答画面＞ 

 

（ア）「見て写実的に答える」活動    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）「見て聞いて答える」活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見たままを正確に書く】 

 

【提示した教材】 

 

【指示を聞いて色をつける】 

 

【指示を聞いて動く】 

 

 目の前のモニターに大きく映し出される天

気予報の図を見て、問われている内容に答え

る活動である。 

①問題文を読む。 

②天気予報の画像を見る。 

③問われている内容を確認する。 

④答えをワークシートに入力する。 

上記の４つの動きが必要とされる。天気予

報だけではなく、価格表や時刻表などを用い

て授業を展開したが、いずれも対象生徒は正

確に答えることができた。 

 目の前のモニターに大きく映し出される天

気予報の図を見て、問われている内容に答え

る活動である。 

①手元のワークシートに注目する。 

②教員の指示を聞く。 

③指示どおりにワークシートに入力する。 

上記の３つの動きが必要とされる。指示を

聴覚で受け取る活動では、複数回の言葉かけ

が必要だったり、ST によるサポートが必要な

場面が多かった。 

【教材画像】 
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（ウ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下は、使用したアプリと活動内容、使用頻度などを表にしたものである。 

使用したもの 活動内容（時間帯や頻度含む） 

iPad のアプリ 

 

 

 

 

 

［Keynote］ 

使用頻度：毎週月・火・金のグループ国語の授業で使用。 

使用方法：国語の教材の中に、「見て聞いて答えよう」という単

元を組み込み、情報の受信と発信に取り組んだ。 

     この[Keynote]では、提示用の視覚教材を作成し、プ

ロジェクターを用いて大きく提示して使用した。視覚

情報優位な生徒なので、毎回しっかりと教材を見て答

えることができた。 

iPad のアプリ 

 

 

 

 

［Microsoft whiteboard］ 

使用頻度：毎週月・火・金のグループ国語の授業で使用。 

使用方法：国語の教材の中に、「見て聞いて答えよう」という単

元を組み込み、情報の受信と発信に取り組んだ。 

     この[Microsoft whiteboard]では、ワークシートを作

成し、生徒たちが個々で所有するスマートスクール端

末（iPad）で開いて入力した。対象生徒も端末を上手

に操作して入力を行っていた。 

 

＜学習目標②「自分の考えを伝える力」について＞ 

対象生徒は、この数年で「伝えたい」という意欲が非常に高まっている。文脈に沿った言葉の場合もまれに

あるが、大抵は、鉄道関係や年号の単語などについてである。しかし、これはコミュニケーション能力におけ

る大きな可能性であると私は捉える。そこで私は、できるだけ対象生徒からの自発的な発声を受け取り、レス

ポンスしていくことを心掛けている。最初は小さなつぶやきだったものが、今現在では、「藤原先生、～（鉄

道関係や年号の単語）」になった。ただ、自分の状態や起こった出来事、感じたことについては、表現するこ

とが難しい。そこで、毎朝登校後の「日常生活の指導」の時間に実践を行った。以下が実際に使用した教材と

対象生徒の回答画面の一例である。 

 

 

 

 

 

【文章を読んで答えを探す】 

 

 目の前のモニターに大きく映し出される文章から、問われている内容を探

して答える活動である。 

①問題文を読む。 

②問われている内容を頭に留める。 

③文章を読む。④問われている内容を探す。 

⑤答えを入力する。 

上記の５つの動きが必要とされるが、対象生徒はほぼ正確に答えることが

できた。質問文を音声言語にした際には、複数回の言葉かけが必要な場合が

多かった。 
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使用したもの 活動内容（時間帯や頻度含む） 

iPad のアプリ 

 

 

 

 

［Microsoft whiteboard］ 

使用頻度：毎朝登校後の「日常生活の指導」で使用。 

使用方法：毎日、自分の一日の流れを入力する枠に加え、さまざ

まな質問文を準備して朝の活動で取り組んでもらっ

た。見ればすぐ答えられる簡単な質問から、指名した

人に自分で質問しないと答えられないような質問も少

しずつ増やしている。 

 

 

（ウ）対象生徒の事後の変化 
＜学習目標①「相手の発信を受信し、返答する力」について＞ 

 視覚情報で対象生徒に発信した場面では意識をこちらに向けて取り組めることが多いことが分かった。ま

た、「できた」→「ほめられる」→「意欲が高まる」を繰り返すことで、学習に対してポジティブな姿勢が育

ちつつあるように感じる。 

対照的に、対象生徒は聴覚情報だけでは、意識を相手にこちらに向けることがなかなか難しいことが分かっ

た。しかしながら、すべての指示や会話を視覚情報だけで支援していくことは現実的ではないので、今後は学

習目標③の今後の取り組みにつなげていきたいと考えている。 

 

 

＜学習目標②「自分の考えを伝える力」について＞ 

 実践を始めた当初に比べると、自分についての質問に対して答えようとする姿勢は育ったように感じる。し

かしながら対象生徒の内面にある「感情」などについての質問は、言語化することが難しい。例えば対象生徒

にとっては、拒否や否定、嫌悪の感情を表す言葉は「いらない！」の一言だけである。そこでコミュニケーシ

ョンが断絶されてしまうことが非常に残念である。今年度の実践中にどこまで習得できるかは未知数ではある

が、いずれは「～なので、・・・です。」や「・・・です。なぜなら～。」のように、簡単な理由を表現できる

ようになるとコミュニケーションの幅が拡がるのではないかと考えた。インクルーシブな環境の中で、「いら

ない！」で終わってしまうことがないよう、さまざまな状況を設定し、表出の積み上げを行った。 

 

 

 

 

【朝の課題】 
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報告者の気付きとエビデンス 

 

主観的気づき 

対象生徒は、日々の実践を通して周囲への意識が高まり、自分から積極的に周囲に向かって発信しようとする姿勢

が多く見られた。インクルーシブな環境においては、まだ一方通行の表出ではあるが、自己刺激行動から他者への発信

が格段に多くなった。また、表出言語におけるやりとりはまだまだ課題が残っているが、iPad などの ICT ツール等を使

い視覚的に対話を設定することで、周囲からの発信を受信して、自分の答えを発信できることが多くなった。 

今年度の実践を通して、対象生徒の持っている語彙力やあらゆる物事への概念についてデータを取ることができた

ので、来年度以降はそれらをデータベース化して、対象生徒がそれを所有し、学校内や現場実習、また、インクルーシブ

な環境の中で必要な表現を表出できるようになる研究を実践していきたい。 

 

エビデンス（具体的資料） 
主に毎朝の課題で行った内容を単元ごとに具体的資料をして提示する。 

 

＜学習目標①「相手の発信を受信し、返答する力」について＞ 

単元【質問に答える】 

実践当初 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の細分化を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の細分化を実施 

 

 

 

 

朝の課題 【質問に答える】 

～当初～ 

①質問内容を一緒に確認する。 

②教員がお手本を示す。 

③一緒に読む。 

④自分で回答欄に書き込む。 

上記の手順が必要であった。自力で回答するためには、もう少し課題を細

分化する必要があった。 

朝の課題 【質問に答える】 

 

選択肢を提示することで、自分から

主体的に取り組み、ことばを「吟味

して選ぶ」習慣がついた。おまけの

追加情報まで書こうするなど、コミ

ュニケーションに対する積極性も育

った。 
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課題の細分化を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

選択肢は当初、質問の数すべてすることで適切なものを選べるよう配慮した。その語少しずつ選択肢にも余計なもの

を入れたり、空欄を増やして自分で入れる欄を増やすことで、選択肢以外のことばも回答として書き込むことができるよ

うになった。学習目標①「相手の発信を受信し、返答する力」ことばが育っているということがうかがえる。 

 

 

＜学習目標②「自分のことを伝える力」について＞ 

単元【自分のこと】 

 

実践当初 

 自分の状態や内面についての表現について、選択肢を用いて質問をすることで表現することは可能であったが、分から

ないことや否定や拒否、嫌悪については、すべて「いらない！」の一言で済ませてしまうことが多かった。コミュニケーション

の拡充をはかるため、さまざまな状況を設定し、SST（ソーシャルスキルトレーニング）も兼ねながら表現方法を積み上げ

てきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の細分化をし、選択肢からことばを選ぶ

活動を毎日積み重ねるうちに、対象生徒の中

にことばの「貯蓄」のようなものができたの

か、当初のような質問形式で出題しても、こ

ちらの発信をしっかり受信して、適切な回答

を書き込めるようになった。すばらしい成長

である。 

朝の課題 【自分のこと】 

 いずれはことばで自分の行動を統制できるようになることを目標に、さまざまな場面で使用する適切

なことばや表現を日常的に積み上げた。当初は誤答が多かったが繰り返すうちに正答率があがった。し

かしながら、一問一答ドリルのような取り組みで正答率が上がっても対象生徒の「じぶんのことば」に

なるとは考えにくく、ヒントや理由を提示してそこから答えを導き出すように途中で出題方法を変更し

た。 
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理由とセットでことばを積み上げた結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習目標③「『引き継げる』支援の獲得」について＞ 

 具体的な成果物やエビデンスを残すまでには至らなかったが、対象生徒のキャラクター、もっている語彙力

や表現力については、毎朝の課題や国語や数学などの教科学習を通してデータ化できた。可能であれば来年度

以降も魔法のプロジェクトを通して継続的に関わりながら、ICT ツールを用いてこのデータを対象生徒自身が

扱い、他者との関わりの中で、自分でモード替えをしながら選択して周囲に伝える手段を作っていきたい。 

 

朝の課題 【自分のこと】 

 自分の選んだことばとその理由がきちんとつながっている表現を完成させることが多くなった。 

例えば 

 

以前）５日間の実習は（長い・短い）と思います。なのでもっと（長く・短く）実習したかったです。 

現在）５日間の実習は（長い・短い）と思います。なのでもっと（長く・短く）実習したかったです。 

 

 自分の言動について、「理由」のようなものも伝えることで、周囲からの理解も深まり、それが次のコ

ミュニケーションのとっかかりになると私は考える。インクルーシブな環境では尚更で、周囲からの働

きかけだけではなく、自分からの発信も必要とされるので、この活動は今後も継続し、日常生活の中や

インクルーシブな環境の中での般化を目指していきたい。 

 

 

 

＜当初＞ 

りゆうについて述べる

ことは難しく、関連事

項を並べているだけだ

った。 
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その他エピソード 
 今年度は国語・数学の授業や毎朝の課題では Microsoft 社のアプリ「Whiteboard」をメインに使用した。 

このアプリは、授業においては、学習グループ全員の進捗状況や成果物を手元の端末１台で把握でき、個々の

ワークシートに丸付けやヒントを書き込むことができた。 

 対象生徒は登校後に身支度を済ませ、毎朝大体９時前後に自席で課題に取り組むというルーティンになって

いる。私はその日の課題の成果物を見て、次の日の課題を作ることが日々のルーティンになっている。 

下の図は、１０月２７日（金）の朝の課題である。実はこの週に私は入院加療中であった。しかし特に動き

の制限もなかったため、朝の課題はオンラインで実施した。普段であれば、同じ教室内にいて、課題につまづ

いている時などはすぐにサポートできる環境だったが、入院中なのでどの程度課題に取り組めるのか正直不安

だった。しかしいつもと同じ内容量の課題を課し、オンラインで進捗具合を見守り、ペンの軌跡が止まったり

した時にはテキストでコメントを入れながらやりとりしたところ、入院中の６回分の課題はすべて私が学校に

いる時と同じように取り組むことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この期間、クラスの指導に当たっていた教員によると、 

「書き込まれるヒントやコメントをよく見て、時々ニコニコしながら課題に集中していましたよ」と聞き、非

常にうれしく感じた。 

 対象生徒にとって、指導者や支援者が近くにいなくても同じように生活ができるというのは将来に渡って必

要なスキルである。そのスキルを具現化できるのがＩＣＴツールであると実感した。今年度は、今までの実践

の中で最もＩＣＴツールの有用性を感じることができた。同時に、対象生徒にとって、指導者や支援者は恒久

的なものではなく、変化し引き継がれていくものである。音声言語では正確に伝わることが難しい対象生徒に

とって、表現をデータ化し、そこから自分で選択して必要な情報を周囲に伝えていくことを可能にするものが

ＩＣＴツールであると私は考える。 

今年度は常にインクルーシブ教育という視点を持ちながら場面設定して課題を設定してきた。活動する場所
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は学校という一定の空間だったが、場面設定は電車の中、スーパーマーケット、コンビニ、病院、駅など、私

自身や対象生徒の生活と包括的に関わる環境を想定して課題に取り組んできた。画面や課題の中では、日々の

積み重ねで好ましい行動やことばを選択することが増えてきた生徒であるが、高等部での最大の行事修学旅行

では、まさに「社会そのもの」の中に身を置いたことで、目に見える物、音などさまざまな刺激を絶え間なく

受け、珍しく興奮状態が続いた。それでも対象生徒は混乱しているようには見えず、とてもよい表情で明らか

に自分が置かれている「社会そのもの」に新鮮な驚きと楽しみを見出していることが分かった。この行事を通

してはっきりと分かったことが、やはり特別支援学校における「インクルーシブ」視点をもつことの重要性で

ある。授業やさまざまな活動の中で、練習を積み上げることは大切だが、それらは将来彼らが生きていく社会

の中で「般化」できていく必要がある。学生のうちから、インクルーシブな視点をもち、交流の機会を設けて

実践的な活動をしていくことが必要なのだと実感した。 

 現実的にそれが難しいとしても、ICT を上手に活用することで、さまざまな人々とつながることが可能であ

る。来年度も魔法のプロジェクトに参加できたら、対象生徒の学生生活残り１年で、インクルーシブな社会で

の適切な言動やコミュニケーションの獲得について研究していきたいと私は考える。 

 

 


